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地
名
に
は
意
味
の
分
ら
な
い
の
が
多
い
。
こ
れ
は
む
し
ろ
当
然
の
事
で
あ

る
。
地
名
は
保
存
さ
れ
つ
つ
永
い
年
代
の
間
に
転
訛
て
ん
か
す
る
、
一
方
で
吾
々
の

通
用
語
は
ま
た
こ
れ
と
別
の
経
路
を
取
っ
て
変
遷
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う

い
う
訳
で
あ
る
か
ら
地
名
の
研
究
が
民
族
の
過
去
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
に

重
要
な
意
義
を
も
つ
の
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
い
う
意
味
か
ら
地
名

を
研
究
す
る
場
合
に
は
、
現
在
の
通
用
語
を
も
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
の

で
は
、
無
駄
で
な
い
ま
で
も
有
効
で
な
い
。
結
局
循
環
論
理
の
よ
う
な
も
の

に
陥
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
旧
い
記
録
例
え
ば
記
紀
の
ご
と
き
も

の
の
記
事
に
あ
る
よ
う
な
語
源
説
が
信
用
出
来
な
い
と
い
う
事
は
既
に
学
者

の
明
白
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
有
意
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義
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現
在
日
本
人
と
隣
接
す
る
民
族
の
国
語
と

の
関
係
を
捜
す
事
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
例
え
ば
土
佐
の
地
名
を
現
在
あ
る
い
は
過
去

の
日
本
語
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
地
名
と
ア
イ

ヌ
、
朝
鮮
、
支
那
、
前
イ
ン
ド
、
マ
レ
イ
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
等
の
現
在
語
と
の

関
係
を
捜
す
方
が
有
意
義
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
研
究
は
既
に
そ
の
方
の
専
門
家
に
よ
っ
て
は
追
究
さ
れ
て
い
る
。

自
分
は
こ
の
方
に
は
全
然
門
外
漢
で
あ
る
が
、
自
分
の
専
門
と
多
少
の
関
係

が
あ
る
の
で
少
し
ば
か
り
土
佐
の
地
名
を
考
え
て
み
た
。
勿
論
ま
だ
何
ら
纏
ま
と
ま

っ
た
結
果
を
得
た
訳
で
は
な
い
が
、
少
し
ば
か
り
考
え
た
断
片
的
の
結
果
を

左
に
記
し
て
、
専
門
家
や
ま
た
土
佐
の
歴
史
に
明
る
い
先
輩
諸
氏
の
示
教
を
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仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

　
誤
解
を
な
く
す
る
た
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
事
は
、
左
に
地
名
と

対
応
さ
せ
た
外
国
語
は
要
す
る
に
こ
じ
つ
け
で
あ
っ
て
、
た
だ
あ
る
一
つ
の

可
能
性
を
示
唆
し
、
い
わ
ゆ
る
作
業
仮
説
と
し
て
の
用
を
な
す
も
の
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
ア
イ
ヌ
語
と
の
関
係
を
示
し
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
は
現
在
の
ア
イ
ヌ
と
土
佐
と
直
接
の
交
渉
が
あ
っ
た
と
い
う
証

拠
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
事
も
明
白
で
あ
る
。

　
最
近
に
坪
井
博
士
は
そ
の
著
『
我
が
国
民
国
語
の
曙
』
に
お
い
て
四
国
の

地
名
に
つ
い
て
も
多
少
の
考
証
を
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
チ

ャ
ム
、
モ
ン
、
ク
メ
ー
ル
、
マ
ラ
ヨ
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
言
語
に
よ
っ
て
解
釈

を
試
み
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
自
分
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
ア
イ
ヌ
語
ら
し
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い
地
名
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
こ
こ
に
は
主
に
そ
の
方
の
も
の
を
並

べ
て
み
る
事
に
す
る
。

　 

種  
崎 

タ
ネ
ザ
キ

　
ア
イ
ヌ
の
「
タ
ン
ネ
」
は
長﹅
い﹅
。
「
サ
ッ
カ
イ
」
は
砂﹅
堆﹅
で
す

　
　
　
　
な
わ
ち
長
い
砂﹅
嘴﹅
。
（
大
阪
近
く
の
境
も
出
雲
の
境
も
砂
嘴
か
。
）

　
　
　
　

　
孕
ハ
ラ
ミ　
「
パ
ラ
モ
イ
」
は
広﹅
き﹅
静﹅
処﹅
で
湾
の
名
に
な
る
。
し
か
し
チ
ャ
ム
で

　
　
　
　
「
ハ
ラ
ム
」
は
閉﹅
鎖﹅
の
義
で
あ
る
か
ら
そ
の
方
か
も
し
れ
ぬ
。

　
比
島
ヒ
シ
マ
　
「
ピ
」
は
小
の
義
、
「
シ
ュ
マ
」
は
石﹅
。

　
サ
島
　
「
サ
　

 

ト
」
は
乾﹅
、
乾
出
せ
る
岩
礁
か
。

　
万マ
マ々

　
「
メ
ム
」
は
沼﹅
ま
た
ラ﹅
グ﹅
ー﹅
ン﹅
。

　
物
部
モ
ノ
ベ
　
「
ポ
ロ
ペ
ッ
」
大﹅
河﹅
。

　
韮
生
ニ
ラ
フ
　
「
ニ
ナ
ラ
」
高﹅
原﹅
。
ま
た
「
ニ
」
樹﹅
「
オ
ロ
」
豊﹅
富﹅
。
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夜ヤ
須ス
　
「
ヤ
シ
」
網﹅
を﹅
引﹅
く﹅
。

　
別
府
ベ
ッ
プ
　
「
ペ
ッ
ポ
」
小﹅
河﹅
。

　  

別    
役  

ベ
ッ
チ
ャ
ク

　
「
ペ
ッ
チ
ャ
」
河﹅
「
ク
ッ
」
咽﹅
喉﹅
。
ま
た
チ
ャ
ム
で
「
ボ
　

 

ク
」

　
　
　
　
は
遮﹅
断﹅
、
「
チ
ョ
　

 

ク
」
は
山﹅
。

　
仁
西
ニ
サ
イ
　
「
ニ
セ
イ
」
絶﹅
壁﹅
。

　
野ノ
見ミ
　
「
ヌ
ム
イ
」
豊﹅
漁﹅
の﹅
湾﹅
。

　
与ヨ
津ツ
　
「
エ
ツ
イ
」
岬﹅
。

　
小
籠
コ
ゴ
メ
　
「
コ
ム
」
は
瘤﹅
、
ま
た
小﹅
山﹅
。
「
コ
ム
コ
ム
」
か
。

　 

咥  

内 

コ
ー
ナ
イ

　
「
カ
ウ
ン
ナ
イ
」
係﹅
蹄﹅
を﹅
か﹅
け﹅
て﹅
鹿﹅
を﹅
捕﹅
る﹅
沢﹅
。
石
狩
に
も
こ

　
　
　
　
の
地
名
あ
り
。

　
加カ
江エ
　
は
岩﹅
の﹅
割﹅
目﹅
。
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大 

河 

内 
オ
オ
コ
ウ
チ

　
「
ウ
ー
コ
ッ
」
川﹅
の﹅
合﹅
流﹅
。
（
こ
の
名
は
諸
国
に
多
い
。
）

　 
甲  
殿 
コ
ー
ド
ノ

　
「
コ
タ
ン
」
は
村﹅
。
ま
た
マ
レ
イ
で
「
コ
タ
」
は
町﹅
。
ま
た
ビ

　
　
　
　
ル
マ
語
で
「
コ
ー
ン
ダ
ー
ン
」
は
小﹅
さ﹅
き﹅
山﹅
脈﹅
。

　
和
喰
ワ
ジ
キ
　
「
ワ
シ
」
波﹅
浪﹅
「
ケ
プ
」
破﹅
れ﹅
る﹅
。
ま
た
「
ケ
」
場﹅
所﹅
。

　
奴
田
ヌ
ー
タ
　
「
ヌ
ㇷ
」
頂﹅
の﹅
平﹅
た﹅
き﹅
山﹅
「
タ
プ
」
円﹅
頂﹅
丘﹅
。

　
日
下
ク
サ
カ
　
「
ク
サ
ハ
」
河﹅
を﹅
渡﹅
船﹅
で﹅
渡﹅
る﹅
。
勿
論
土
佐
の
日
下
は
山
地
で
あ

　
　
　
　
る
、
人
名
等
よ
り
来
た
で
あ
ろ
う
が
、
も
と
は
渡
し
か
も
し
れ
ぬ
、

　
　
　
　
崇
神
紀

す
じ
ん
き

に
「
ク
ス
ハ
ノ
ワ
タ
シ
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

　
十
市
ト
ー
チ
　
「
ト
ン
チ
」
穴﹅
（
十
市
に
は
鍾
乳
洞
が
あ
る
）
。
ま
た
「
ト
ツ
エ
」

　
　
　
　
は
沼﹅
の﹅
潰﹅
れ﹅
し﹅
処﹅
。
ま
た
チ
ャ
ム
「
ト
」
は
中﹅
央﹅
「
テ
」
は
場
所
。

　
　
　
　
十
市
の
地
名
は
記
紀
に
も
あ
る
。
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穴  

内 
ア
ナ
ナ
イ

　
「
オ
ン
ネ
ナ
イ
」
は
大﹅
川﹅
。
し
か
し
ま
た
チ
ャ
ム
語
で
も
「
ナ

　
　
　
　
イ
」
は
河﹅
ま
た
は
河﹅
辺﹅
の﹅
野﹅
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
や
サ
モ
ア
、
マ
オ

　
　
　
　
リ
語
で
も
「
ア
ナ
」
は
穴﹅
で
も
あ
る
。

　
戸ヘ
波ハ
　
「
ペ
ッ
パ
ロ
」
は
川﹅
口﹅
。
ま
た
モ
ン
語
で
「
ウ
ェ
ア
」
は
平﹅
原﹅
。

　
大
西
　
「
オ
ニ
ウ
シ
」
大﹅
き﹅
な﹅
森﹅
。

　
奈ナ
路ロ
　
こ
の
地
名
は
土
佐
各
所
の
山
中
に
あ
る
。
ア
イ
ヌ
で
「
ノ
ル
」
は

　
　
　
　
熊﹅
の﹅
足﹅
跡﹅
で
あ
る
が
、
こ
と
に
よ
る
と
「
ナ
」
河﹅
流﹅
と
「
ロ
ロ
」

　
　
　
　
ま
た
は
「
ロ
ッ
」
上﹅
座﹅
の
義
か
も
し
れ
ぬ
。
こ
の
地
名
は
大
抵
河

　
　
　
　
の
畔
ほ
と
りに
あ
る
か
ら
。
ま
た
朝
鮮
で
「
ナ
ル
」
は
山
で
あ
る
が
こ
れ

　
　
　
　
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
御ミ
畳マ
瀬セ
　
「
ピ
パ
」
牡﹅
蠣﹅
の﹅
種﹅
類﹅
。
「
シ
」
は
在﹅
所﹅
。
「
セ
ッ
」
巣﹅
。
北
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海
道
に
地
名
ビ
バ
ウ
シ
が
あ
る
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
や
は
り
「
貝
の

　
　
　
　
あ
る
所
」
と
解
し
て
い
る
。
ｂ
が
ｍ
に
変
る
の
は
普
通
だ
か
ら
こ

　
　
　
　
れ
は
同
じ
も
の
ら
し
い
。

　
仁
淀
ニ
ヨ
ド
　
坪
井
博
士
は
チ
ャ
ム
語
「
ニ
オ
ト
」
塩﹅
魚﹅
、
塩﹅
肉﹅
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ビ
ル
マ
「
ニ
ア
ジ
ヨ
ー
ク
」
も
干﹅
魚﹅
で
あ
る
。
し
か
し
ア
イ
ヌ
と

　
　
　
　
す
れ
ば
「
ニ
」
樹﹅
木﹅
「
オ
ロ
」
豊﹅
富﹅
。
ま
た
マ
レ
イ
「
ニ
ア
タ
」

　
　
　
　
は
用﹅
材﹅
樹﹅
木﹅
。
仁
淀
川
と
塩
魚
は
縁
が
薄
い
が
材
木
と
は
縁
が
深

　
　
　
　
い
。

　
越オ
知チ
　
「
オ
チ
」
は
水﹅
の﹅
渦﹅
を﹅
巻﹅
く﹅
義
。

　
手テ
結イ
　
「
タ
イ
」
森﹅
。
こ
れ
で
は
な
い
ら
し
い
。
あ
る
い
は
「
ツ
イ
」
切﹅

　
　
　
　
れ﹅
る﹅
か
。
ビ
ル
マ
で
は
「
テ
ー
」
砂﹅
。
出
雲
の
手﹅
結﹅
（
タ
ユ
イ
）
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と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。

　
津ツ
呂ロ
　
「
ツ
ル
」
は
突﹅
き﹅
出﹅
る﹅
。
二
箇
所
の
津
呂
い
ず
れ
も
国
の
突
端
に

　
　
　
　
近
い
。
（
長
津
呂
の
ツ
ロ
も
同
じ
か
。
）

　
以イ
布ブ
利リ
　
バ
タ
ク
語
で
「
イ
フ
ル
」
は
前
同
様
突
端
で
こ
れ
が
津
呂
に
近

　
　
　
　
く
あ
る
の
は
面
白
い
。

　 

足  

褶 

ア
シ
ズ
リ

　
「
ア
ツ
イ
」
海﹅
「
ツ
リ
」
突﹅
出﹅
。
す
な
わ
ち
海
中
に
突
き
出
る

　
　
　
　
義
か
。

　
安ア
和ワ
　
「
ア
パ
」
入﹅
口﹅
。
ま
た
は
海﹅
上﹅
よ﹅
り﹅
見﹅
た﹅
河﹅
口﹅
。
阿
波
国
名
も
あ

　
　
　
　
る
い
は
同
じ
か
。

　
五
百
蔵

イ
オ
ロ
イ

　
「
イ
ウ
ォ
ロ
」
山﹅
。

　
斗ト
賀ガ
野ノ
　
「
ツ
ク
」
上﹅
方﹅
に﹅
拡﹅
が﹅
る﹅
「
ヌ
ㇷ
平﹅
原﹅
丘﹅
。
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四
万
十

シ
マ
ン
ト

川
　
「
シ
」
甚﹅
だ﹅
。
「
マ
ム
タ
」
美﹅
し﹅
き﹅
。

　
布
師
田

ヌ
ノ
シ
ダ

　
北
海
道
に
「
ヌ
ㇷ
ノ
ユ
シ
」
の
地
名
が
あ
る
。
蓬﹅
野﹅
の
義
で
あ

　
　
　
　
る
。

　
伊イ
尾オ
木キ
　
「
イ
オ
チ
」
は
蛇﹅
の﹅
居﹅
る﹅
で
あ
る
か
。
ま
た
セ
マ
ン
グ
語
で

　
　
　
　
「
イ
オ
」
は
森﹅
、
「
ク
イ
ン
」
は
樹﹅
で
あ
る
。
伊
与
木
も
伊
尾
木

　
　
　
　
も
多
分
同
じ
も
の
か
。
フ
ィ
ン
語
の
「
ヨ
キ
」
は
川﹅
で
あ
る
。

　
　
　
　
あ
る
い
は
ア
イ
ヌ
「
イ
オ
ク
」
釣﹅
針﹅
で﹅
捕﹅
る﹅
す
な
わ
ち
釣
魚
の
義

　
　
　
　
か
。
サ
カ
イ
語
で
は
「
カ
ド
ー
」
で
こ
れ
が
門
谷
の
カ
ド
に
関
係

　
　
　
　
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
土
佐
　
門と
狭さ
で
す
な
わ
ち
佐
渡
の
狭さ
門ど
に
同
じ
く
狭
い
海
峡
を
は
い
っ
て

　
　
　
　
行
く
国
だ
と
の
説
が
あ
る
。
し
か
し
ア
イ
ヌ
で
「
ツ
サ
」
は
袖
の
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義
で
あ
る
。
土
佐
の
海
岸
ど
こ
に
立
っ
て
見
て
も
東
西
に
陸
地
が

　
　
　
　
両
袖
を
拡
げ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
附
会
は
附
会
と

　
　
　
　
し
て
興
味
が
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
ア
イ
ヌ
だ
と
す
る
と
、
隣
国
讃さ

　
　
　
　
岐ぬき
は
「
サ
ン
ノ
ッ
ケ
ウ
」
す
な
わ
ち
顎﹅
で
あ
ろ
う
。
能
登
が
ア
イ

　
　
　
　
ヌ
の
「
ノ
ト
」
頤
お
と
が
いで
あ
る
事
は
多
く
の
人
が
信
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
坪
井
博
士
の
説
で
は
ト
サ
は
や
は
り
チ
ャ
ム
系
の
言
葉
で
雨﹅
嵐﹅
の

　
　
　
　
国
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
あ
ま
り
有
難
く
な
い
国
で
あ
る
。

　
高
知
　
こ
れ
は
従
来
の
説
で
は
、
河
内
こ
う
ち
す
な
わ
ち
デ
ル
タ
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
坪
井
博
士
の
説
で
は
チ
ャ
ム
語
で
島﹅
で
あ
る
。
し
か
し
ア
イ
ヌ
だ

　
　
　
　
と
「
コ
ッ
チ
」
「
コ
ー
チ
」
宅﹅
地﹅
と
な
る
。
こ
れ
は
ま
た
マ
レ
イ

　
　
　
　
の
「
コ
ー
タ
」
堡﹅
塁﹅
と
の
あ
る
関
係
を
思
わ
せ
る
。

13



　
以
上
は
大
部
分
た
だ
偶
然
の
暗
合
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

中
に
は
実
際
あ
る
関
係
を
も
つ
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
関
係
が
あ
る

と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
関
係
で
あ
る
か
は
分
ら
な
い
。
実
際
ア
イ
ヌ

の
先
祖
の
言
葉
で
あ
る
の
か
、
ま
た
我
々
の
先
祖
の
言
葉
が
今
の
ア
イ
ヌ
の

言
語
に
混
入
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
朝
鮮
、
支
那
、
前
イ
ン
ド
、
南
洋

か
ら
後
に
渡
来
し
た
の
が
ア
イ
ヌ
の
先
祖
と
吾
等
の
先
祖
の
言
語
に
混
合
し

て
い
る
の
か
そ
れ
は
な
か
な
か
容
易
に
決
定
し
難
い
問
題
で
あ
る
。

　
た
だ
以
上
の
よ
う
に
こ
じ
つ
け
得
ら
れ
る
と
い
う
事
自
身
に
は
何
ら
か
の

意
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
実
が
も
し
我
郷
土
の
研
究
者
に
何
か
の
暗

示
を
与
え
る
端
緒
と
も
な
ら
ば
大
幸
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
年
一
月
『
土
佐
及
土
佐
人
』
）

14土佐の地名
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
寺
田
寅
彦
全
集
　
第
六
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1997
（
平
成9

）
年5

月6

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
寺
田
寅
彦
全
集
　
文
学
篇
」
岩
波
書
店

　
　
　1985

（
昭
和60
）
年

初
出
：
「
土
佐
及
土
佐
人
」

　
　
　1928

（
昭
和3

）
年1
月

入
力
：N
ana ohbe

校
正
：
浅
原
庸
子

2005

年8

月19

日
作
成

17



2012

年3

月4

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

18土佐の地名



土佐の地名
寺田寅彦
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